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論文内容の要旨
本研究は，長美子・高齢化の急激な進行，同属・扶養という伝統的家族規範の揺らぎさらには家族の個
人化志向という社会的状況を背景として，もはや家族が絶対的な依存資源ではなくなりつつあるなかで，
いかにすれば老いと対峠し，生きていくことができるかを探るという きわめて現代的な問題意識に基づ
いているc現代社会における高齢者世代は，家族変動との関連でとらえれば個人主義的家族規範の創生
と伝統的な家族主義の規範の揺らぎを体験している世代であり 家族への依存と家族からの自立という価
値規範の二重拘束のなかにいると考えられる。もしこの指摘が事実であるならば これから高齢者世代に
入る中年期の人々の生き方として家族中心的依存志向からの脱却の必要性を提示したいという意図があ
る口
具体的な研究の方法としては Antonucci.T. C.によるコンヴォイ・モデルを修正し構成した独自の
モデルに依拠して，健康な高齢者を対象として，人生行路で，家族をはじめとする友人・知人，隣人.同僚，
援助専門機関の専門家などさまざまな重要な他者たちと形成する支援的関係の総体であるコンヴォイシス
テムに注同した。高齢者がどのようなコンヴォイシステムを認知しているかを明らかにするため.Iコン
ウeォイメンパーの重層性Jと「コンヴォイメンバーの代替可能性」という新しい操作概念を提示したうえ
でデータを収集し.対象者の個人的属性・特性要因，状況的特性要因，コンヴォイシステムの構造的特性
と.コンヴォイシステムの産出結果の指標である満足感，主観的幸福感との関連性についてを実証的に検
証した。結果を要約すると，高齢者にとって同民家族・親族の存在がそのまま満足な支援的環境となると
は限らないことなどが明らかにされ.さらには配偶者や子供だけを頼りにしているよりも.その他の親族，
友人，隣人や公的資源へと重層的な拡がりをもってコシヴォイメンバーを保有していることや，コンヴォ
イメンパー聞に代替可能性があることが，高齢者のいだく主観的幸福感をより高めていることが確認され
た。
サクセスフル・エイジングを期待するならば，家族のみに集中しない新たな支援的関係の積極的創造，
公的資源の主体的な選択・活用というコンヴォイシステムの拡大化;志向をもつことが必要であり，人生行
路においては自立と依存を主体的に統合することによって始めて豊かなコンヴォイシステムが築かれるの
ではないかと思われる。
論文審査の結果の要旨
本論文は4つの部門から構成されている。第1部は序論で1章と 2章から構成され，第2部は方法論で
3章と 4章から構成され，第3部は実証的研究で5章， 6章， 7章， 8章から構成され，そして第4部が結
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論となっている。
第 1章の問題意識と目的では高齢者の生活を保障してきた日本の家父長的拡大家族について考察を加
えながら， I家j規範の衰退と家族の個人化現象と家族機能の外部化を指摘し，超高齢社会を迎えるにあ
た勺て， 1"家族|のみを支援源とする生き方には限界があることを指摘している。このような考察を踏ま
えて「これから高齢期を迎える中年層の人々が実りある加齢 (successfulaging)を実現出来るだろうか」
とする問題意識を展開している。
第2章では，上述の問題意識と対応する形で，社会的支援に関する先行研究を行い，これまでの研究で
は，単一システムの支援研究はあるものの，生まれてから今日までの個人の「支援関係の総体_J，つまり蓄
積されたシステムズ (SYSTEMS)としてのコンヴォイの研究が存在しないことを指摘し.時間の経過の
なかで，コンヴォイサイズの縮小や拡大.あるいはコンヴォイメンバーの消滅などを把握する必要性を強
調している。
第3章では，コンヴォイを高齢者の「主観的幸福感」と関連で実証的に研究していくためには.支援関
係の総体を時聞の経緯のなかで構造・機能的に捉えているアントニッチ (Antonucci.T. C.)の「コンヴォ
イ特性の枠組み」が基本的に必要であると認識し，それに残存する日本の家父長的分化の位置っとして
考えられる「祖親性」を組み込み著者独自の分析枠組みを構築している。この修正された分析枠組みは
「実りある加齢jを実現していくための研究方法として重要であり，斬新的である。
なお，著者はコンヴォイシステムの構造を.統計的解析が可能なように，コンヴォイメンパー(高齢者
が主体的に選んだ支援してくれる人や資源〉の重層化の範囲に着眼して五つのコンヴォイシステムの構
造的類型〈孤立型，配偶者・子供限定型，親族資源包含型，友人・近燐資源包含型.全資源包含担〉を構
築している。さらに，被説明変数としてコンヴォイシステムの産出結果としての主観的幸福感を因子分析
し.それが4つの悶子つまり「健康感・有用感JI心理的安定感JI人生満足感JI人生にける積極的態
度」から構成主れていることを明らかにしている。
第4章では，実証的研究の分析の対象となったサンプノレが.大阪に住む60歳以上の「健康」な男女(母
集団)から層化抽出法で選ばれた407人でその属性を説明している。
第5章は，コンヴォイシステムの構造的側面と，その側面についての満足感(適切性)が，対象者の性
別や役割取得バターンによって異なるかどうかを統計的に検討し次のような知見を報告している。
性別との関連では，m男性は，身辺介護や情緒的な問題領域において，その解決バターンとして.I配偶
者を主軸に据えた同定的な支援システムの構造Jを認知しているのに対して女性は，問題領域の違いに
よって，知人.友人，公的資源を導入するなど， I支援システムの構造を柔軟に変容させていくことJを明
かにしている。その結果(2)コンヴォイシステムの構造的側而に対する満足感の度合も，女性が男性よりも
高くなっていると，報告している。
役割取得パターンとの関連では(1)稼働中心的役割取得バターンを持った高齢者には，性別の変数をコ
ントロールしなかった場合，身辺介護，情緒的問題.経済問題のいずれの領績においても，主として「配
偶者・子ども限定型」の支援構造を構築するものが最も多く.それに対して (2)家事中心的役害1鰍得パター
ンを持った高齢者には，同じく性別の変数をコントロールしなかった場合，問題領域の違いによって.異
なったコンヴォイシステム構造を構築している と報告している口たとえば，身辺介護領域においては，
他のいずれのコンヴォイ構造よりも「全資源包含型」のコンヴォイ構造を構築する高齢者が最も多く，情
緒的な問題領域においては.r家族・親族資源包含型jの高齢者が最も多く，そして「経済問題領域にお
いては「配偶者・子ども限定理」のコンヴォイ構造を構築する高齢者が最も多くな勺ている，と報告して
いるc この事実は，人生において「家事」役割と「仕事」役割のなかでどの役割を相対的に重視して生き
てきたかによって，直面する問題に対する対応としての コンヴォイメンバーの構成の仕方が異なること
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を示唆している。
さらに本章では，支援システムの適切性の指標である，「コンヴォイシステムに対する期待感の有無」
および「コンヴォイシステムに対する満足感の有無Jと高齢者の住む家族形態との関連性が分析されて
いる。全体では，構築するコンウ}イシステムに期待感を持っているものが74%と，比較的高い割合を示
しているが，それは，家族形態の違いによって異なり，他の家族よりも拡大家族において，構築される
「コンヴォイシステム」に期待する高齢者が最も多くなっているc しかし期待されるコンヴォイシステ
ムが，高齢者の期待通りに「彼らを満足させてくれるJかを見ると そこでは家族形態の違いによる統計
的差がみられない。
以上の研究知見に基づいて.著者は，家族社会学の「同居(拡大家族)のほうが老親扶養の視点からみ
れば最も機能的である」とする一般命題に限界があることを指摘している。その背後には.上述の命題の
なかの|機能的である」とする概念が，高齢者の満足感健康安寧あるいは主観的幸福感に還元されて
解釈されるべきであるとする着者の見解がある。この見解は説得的であると考える。
第6章では，コンヴォイシステムの産出結果としての総合的な「主観的幸福感」が.個人的な属性要因
から影響を受けるかどうかを検討している。「主観的幸福感Jの概念は因子分析の結巣， 1)健康・有用
感の凶子， 2)心理的安定感の因子， 3)人生満足感の因子， 4)人生における積梶的態度の因子の4因
子から構成されているが，分析の結果，高齢者の「健康水準」と「よ主活水準Jが高ければ高いほど，彼ら
の「主観的幸福感」も高くなることを明かにしている。なお高船者の健康水準は「主観的幸福感」の下
位尺度である「健康感・有用感」と「心理的安定感」を高める属性要因にもなっており，牛ー活水準は「心
理的安定感」とは関連がないものの， I健康感・有用感」とは密接な関連を示し，生活水準が高い程「健
康感・有用感」は高くなっていると報告している。以上のデザタは，健康でなければ，そしてコンヴォイ
メンバーの聞で，ある種の i-1i酬的関係が確保出来る程度の経済力J がなければ，必要に応じて支援シス
テムのサイズを拡大出来ないし，主観的幸福感を高めることが出来ないことを示唆しており，意味のある
知見として考えられる。
説明変数としての役割取得要因との関連では， I何かに役に立勺ているJと回答した高齢者が「何も役
にたっていない」と回答した高齢者よりも主観的幸福感が高く またその下位以:度である「健康・有用
感JI心理的安定感JI人牛.満足感」も高いことを明かにしている。その意味では高齢者が f何らかの役に
たっている」とする感覚を保障していく社会構造を創造していくことが必要であるが，その点についての
考察は行なわれていない。
第7章では，コンヴォイシステムの背景的状況要因として.I祖親性J(GRANDPA.ENTHOOD)をと
りあげ，それと「主観的幸福感」との関連を分析している。分析の対象は豊岡市，出石町，但東町に住む
孫と同居する1t 1人の祖母と121人の母親であるc孫の平均年齢は第1子が5.12歳，第 2子が3.13歳，第3
子が2.38歳である。重回帰分析の結果， I孫の食事をっくり，世話をするーI:孫をお風日にいれるJf孫に昔
話や本を読んで聞かせるJI孫をほめたり，しかったりする」などの 9項目の孫の育児参与行為のなかで，
祖母の主観的幸福感に影響を与える孫の育児参与行動は， I孫に昔話や本を読んで聞かせる J と「孫をほ
めたり，叱ったりする」の2項目である。しかし， 9項目全体の祖母の育児参与行動と祖母の主観的幸福
感の全相関係数は0.6629となり，比較的高い相関を示し，祖母の主観的幸福感の37.21%がζれらの育児参
与行動によって説明されている。
この研究知見は， I祖母は同居する母親の育児を補完する役割を果たしてれる」，とする従来の命題に.
「祖母の孫に対する育児参加行為は祖母自身のハーソナリティにも影響を与えるJとする命題を追加させ
る契機をもっており，意味のある知見として考えられる。
また祖母の育児参加意欲の軸と育児参加行動の軸の2軸によって構成された4つの育児参加行動ノマター
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ンのなかで、は， I母親を意識して，あまり育児に参加すべきではないとする気持ちを持ちながらも，実際に
は育児に多く参加させられているパターンにある祖母群|が他の育児参加行動パターンにある祖母群よ
りも， I主観的幸福感:が高いことを示していた。このことは，育児動機に依拠する育児行動よりも，必要
にせまられた育児行動が，祖母の下.観的幸福感を高めるということであり，脱親性期を「生きるJ際の重
要な知見として考えられる。
第 B章で~i. 高齢者が構築したコンヴォイシステムの構造的次元(特性)と主観的幸福感の関連を分散
分析法を用いて検討している。問題領域毎に.認知レベルの支援構造類型の単純分布をみると， ~身辺介
護領域Jでは「全資源包合部」の支援構造を構築している高齢者が多く.I情緒的問題領域」では「家族・
親族資源包含型|の支援構造を そして「経済的問題領域」では「配偶者・子ども包含型」の支援構造を
構築している高齢者が多いことを示している。このことは直面する問題によって構築するコンヴォイシ
ステムの構造が異なることを示唆している。
ところで.高齢者の「主観的幸福感.1が最も高かったのは身辺介護領域では「家族・親族包含型」の
コンヴォイシステムの構造を構築している場合であり，情緒的な問題領域では「家族・親族・友人・近隣
包含型」においてそれが高く，そして経済問題の領域では，情緒的問題領域の場合と同じく「家族・親族・
友人・近隣包含型」のコンヴォイシステムの構造を構築している場合に「主観的幸福感」が高くなって
いる。注目すべきことは，いずれの問題領域においても「全資源包含型ー|のコングォイシステムの構造を
構築しでも，高齢者の主観的幸福感が最高になっていないということである。このことは，高齢者でも，
コンヴォイメンバーやコンヴォイ資源に全面的に依存していては「幸福感Jが高まっていかないことを
意味しており， I自立」と「依存」の関係を検討することの必要性を示唆している。
第9章は結論である。この章では研究知見と今後の課題が要約されているc高齢者の向立と依存に関し
では，それらが相互補完的関係にあり，依存無きところには自立は有りえないし，目立無きところには
(主体的〉依存は有り得ないとする「車の両輪論的関係」が主張されている。その主張実現のための論理
として，著者は文化的に，高齢者を依存する無能な弱者として位置づけずに.主体的自立者として位置づ
ける必要性を強調し，高齢者がこれからの生き方として「家族jにのみ集中しないで.家族外にも広く支
援的関係を拡大させていく重要性を強調し，合わせて高齢者によるコンヴォイシステムの創造的開発の必
要性に言及している。そしてそれが，これから高齢者になる中年慣代の「実りある加齢」にもつながり.
社会問題化しつつある l老人虐待」の予防にも貢献することを示唆している。
以上， 1章から 9主主まで評価を加えながら説明してきたが本論文は サンプル，測定尺度の妥当性な
どに関して若干の問題はあるものの，問題意識，研究方法，および研究知見にはユユークさと斬新さがみ
られ，この領域の研究の発展に大きく貢献するものと考える。よって博土(学術〉の学位を授与するに備
すると判断する口
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